
国
史
跡
指
定
答
申
な
っ
た
八
幡
林
官
術
遺
跡

八
幡
林
遺
跡
は
、
か
つ
て
浄
足
柵
が
実
在
し
た
こ
と
を
示
す
衝
撃
的
な
「
沼

垂
城
」
木
簡
の
出
土
な
ど
に
よ
り
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は

一
九

九
0
年
度
の
国
道
一
―
六
号
線
バ
イ
パ
ス
建
設
の
事
前
調
査
に
お
い
て
発
見
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
当
初
、
九
月
段
階
の
丘
陵
上

B
地
区
の
調
査
で
は
、

土
器
類
の
出
土
は
少
な
く
、
土
塁
な
ど
の
遺
構
は
戊
辰
戦
争
時
の
も
の
か
と
推

測
さ
れ
た
り
も
し
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
に

一
0
月
中
旬
に
調
壺
は

B
地
区
直

下
の
谷
間
の

A
地
区
に
移
り
、
調
壺
区
B
は
工
事
者
側
に
引
き
渡
さ
れ
て
ブ
ル

B
地
区
の
工
事
が
進
行
し
て
い
た
―
一
月
一
七
日
に
、

A
地
区
水
辺
の
溝
状

遺
構
か
ら
第
一
号
の
完
形
郡
司
符
木
簡
が
、
続
く
ニ
―
日
に
第
二
号
の
養
老
年

号
の
あ
る
「
沼
垂
城
」
木
簡
が
出
土
し
た
の
で
あ
る
。
私
は
一
号
木
簡
、
二
号

木
簡
そ
れ
ぞ
れ
の
出
土
後
に
連
絡
を
受
け
た
が
、
出
張
や
連
休
の
た
め
二
六
日

に
よ
う
や
く
拝
見
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
木
簡
と
対
面
し
た
緊
張
と
輿
奮

ド
ー
ザ
ー
が
入
る
こ
と
と
な
っ
た
。

は

じ

め

に

し

‘、
0
L
 

局
面
に
あ
っ
た
。

事
は
す
で
に

B
地
区
の
遺
構
部
分
に
及
ん
で
お
り
、

一
刻
の
猶
予
も
な
ら
な
い

士
塁
も
注
目
さ
れ
て
、
遺
跡
の
重
大
性
が
自
覚
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

一
方
工

は
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

二
号
木
簡
の
養
老
年
号
に
よ
り
、
伴
出
士
器
の
八
世
紀
一

0
年
頃
ー
八
世
紀

前
半
と
す
る
見
方
に
も
根
拠
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
理
解
は

B
地
区
で
僅
か
に
出

土
し
て
い
た
同
時
期
の
士
器
片
に
及
び
、
し
た
が
っ
て
当
時
の
掘
立
柱
建
物
五

棟
、
竪
穴
建
物
二
棟
（
以
後
、
掘
立
柱
建
物
一

一
棟
、
竪
穴
建
物
一

―棟
が
確
認
）
が

同
じ
八
世
紀
前
半
の
二
時
期
の
建
物
遺
構
と
判
断
さ
れ
た
。
自
ら
周
り
を
巡
る

肉
眼
の
確
認
で
も
事
の
重
大
性
を
承
知
す
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
不
明
の
箇

所
も
少
な
く
な
く
、
赤
外
線
テ
レ
ビ

・
カ
メ
ラ
装
置
に
よ
る
す
み
や
か
な
木
簡

の
調
査

・
釈
読

・
写
真
撮
影
が
急
が
れ
た
。
こ
の
緊
急
の
事
態
に
、
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
が
快
く
応
じ
て
く
れ
た
こ
と
は
今
も
感
謝
に
絶
え
な

―
一
月
三

O
H
に
は
、
木
簡
を
携
え
た
田
中
靖
氏
、
坂
井
秀
弥
氏
と
私
の
―
―
―

人
が
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
赴
い
て
、
平
川
南
氏
の
調
介
に
立
ち
会
う
こ

小

林

昌
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集
ま
り
、
村
や
県
の
職
員
を
驚
か
せ
た
。

―
二
月
一
四
日
県
庁
で
、
和
島
村
教
育
委
員
会
と
新
潟
県
教
育
委
員
会
に
よ

り
記
者
発
表
が
行
な
わ
れ
、
私
も
同
席
し
た
。
遺
跡
の
説
明
と
と
も
に
、
各
記

者
に
木
簡
の
写
真
が
配
布
さ
れ
、
文
化
行
政
課
長
直
筆
の
釈
文
が
掲
げ
ら
れ
、

木
簡
の
解
説
が
行
な
わ
れ
た
。
次
い
で
記
者
は
遺
跡
に
案
内
さ
れ
た
。
こ
の
記

者
発
表
の
衝
撃
は
、
地
元
紙
夕
刊
が
一
面
の
殆
ど
を
使
い
、

テ
レ
ビ
は
大
二

ュ
ー
ス
と
し
て
放
映
し
、
翌
朝
の
各
紙
も
画
期
的
に
紙
面
を
さ
い
て
い
た
こ
と

に
明
瞭
に
現
わ
れ
て
お
り
、
市
民
の
関
心
を
一
気
に
高
め
る
も
の
と
な
っ
た
。

―
二
月
一
六
日
の
現
地
説
明
会
に
は
、
県
内
始
ま
っ
て
以
来
の
五

0
0
人
余
が

な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

木
簡
学
会
の
推
進
し
て
い
る
、
遺
跡
・
遺
物
と
一
体
と
な
っ
た
木
簡
釈
読
を
行

と
が
で
き
た
。
こ
の
調
壺
に
参
加
し
た
中
で
、
種
々
の
意
見
交
換
を
し
て
、
早

急
な
木
簡
の
釈
文
・
写
真
の
送
付
と
記
者
発
表
の
必
要
を
確
認
し
あ
っ
た
こ
と

は
、
以
後
の
事
態
の
進
展
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
と
な
っ
た
。

後
の
課
題
の
大
き
さ
に
、
私
達
は
容
易
な
ら
ざ
る
思
い
を
抱
き
な
が
ら
も
、
し

か
し
ま
だ
当
面
す
る
木
簡
の
読
み
や
意
味
、
意
義
に
心
を
奪
わ
れ
て
い
た
。
記

者
発
表
を
控
え
て
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
の
赤
外
線
写
真
撮
影
の
写
真
と

木
簡
の
釈
文
と
が
す
み
や
か
に
平
川
南
氏
か
ら
届
い
た
こ
と
は
、
む
ろ
ん
氏
の

並
々
な
ら
ぬ
尽
力
の
賜
物
で
あ
る
。
同
時
に
一
号
蒲
原
郡
司
符
木
簡
が
古
志
郡

内
遺
跡
で
出
土
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
意
義
づ
け
に
つ
い
て
は
、
ま
さ
し
く

む
ろ
ん
工
事
の
中
断
要
請
、
調
査
の
継
続
、
遺
跡
の
保
存
問
題
等
々
と
、
以

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

果
た
し
た
。
そ
し
て
そ
の
重
要
性
は
、
今
後
ま
す
ま
す
増
大
の
一
途
を
た
ど
っ

木
簡
研
究
と
、
こ
れ
を
推
し
進
め
て
き
た
木
簡
学
会
の
力
は
、
大
き
な
役
割
を

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

課
題
を
残
し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
お
よ
そ
四
年
、
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
や
ご
尽
力
に
よ
っ
て
、

工

事
中
断
・
調
査
継
続
・
ト
ン
ネ
ル
エ
法
へ
の
変
更
、
そ
し
て
国
史
跡
指
定
に
よ

る
保
存
へ
と
、
な
ん
と
か
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
が
、
他
方
で
遺
跡
や
遺
物
、

現
地
景
観
や
環
境
と
と
も
に
、
出
土
木
簡
が
、
私
達
に
何
を
ど
う
読
め
と
示
唆

し
て
い
る
か
、
そ
の
意
味
と
意
義
は
ど
う
か
な
ど
、
今
な
お
多
く
の
基
本
的
な

一
方
、
今
後
の
国
史
跡
指
定
に
よ
る
保
存
に
お
い
て
は
、
保
存
の
た
め
の
調

査
が
必
要
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
基
本
的
な
課
題
を
追
求
す
る

こ
と
が
、
な
お
行
な
わ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
調
査
に
よ
っ
て
進
ん
だ

研
究
の
成
果
は
、
史
跡
と
し
て
整
備
す
る
上
で
生
か
さ
れ
て
、
住
民
や
国
民
が

過
ぎ
去
っ
た
先
人
や
地
域
の
過
去
の
歴
史
を
、
現
在
の
同
じ
そ
の
場
所
で
臨
場

感
を
も
っ
て
追
体
験
し
て
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
、
貴
璽
な
文
化
施
設
に
な
る
こ

さ
て
、
今
回
そ
う
し
た
破
壊
の
危
機
に
直
面
し
て
い
た
遺
跡
を
保
存
す
る
と

い
う
展
望
を
、
切
り
開
く
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
多
く

の
人
々
の
支
援
の
輪
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
学
際
的
な

以
上
の
関
心
に
基
づ
い
て
、
遺
跡
・
遺
物
と
一
体
と
な
っ
た
木
簡
研
究
と
い

う
視
点
か
ら
、
八
幡
林
遺
跡
保
存
運
動
を
こ
こ
で
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
が
、
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木
簡
出
土
、

―
二
月
の
速
や
か
な
公
表
、
世
論
の
衝
撃
的
な
反
応
と
続
き
、
そ

八
幡
林
遺
跡
は
、
九

0
年
九
月
に
発
見
さ
れ
、
そ
の
後
―
一
月
の
画
期
的
な

口
保
存
決
定
の
評
価
に
つ
い
て

発
足
し
た
八
幡
林
遺
跡
保
存
連
絡
協
議
会
は
、
そ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
一
っ

丘
陵
の
遺
構
を
破
壊
か
ら
守
る
こ
と
と
な
っ
た
。

資
料
館
を
設
け
る
計
画
で
あ
る
と
い
う
。

決
定
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（一）

八
幡
林
遺
跡
の
保
存
と
保
存
運
動
の
評
価

八
幡
林
遺
跡
の
国
史
跡
指
定
の
答
申

一
九
九
四
年
四
月
一
五
日
、
国
の
文
化
財
保
護
審
議
会
は
、
八
幡
林
遺
跡
に

つ
い
て
、
貴
重
な
古
代
官
術
遺
跡
で
あ
る
と
し
て
国
の
史
跡
に
指
定
す
る
答
申

を
行
な
い
、
そ
の
保
存
が
確
定
的
に
な
っ
た
。
前
年
九
一
二
年
秋
に
県
・
村

・
建

設
省
の
協
議
が
成
立
し
て
、
県
と
村
が
、
九
四
年
一
月
二
七
日
に
国
の
史
跡
の

申
請
書
を
国
に
送
付
し
、
文
化
財
保
護
審
議
会
専
門
部
会
の
審
議
を
経
て
答
申

こ
れ
か
ら
和
島
村
で
は
、
国
の
補
助
金
な
ど
で
、
第
一
次
指
定
の
約
四
万
平

方
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
つ
い
て
、
ニ
カ
年
を
か
け
て
用
地
買
収
を
行
な
い
、
九
七

年
度
か
ら
調
査
と
復
元
の
作
業
を
進
め
て
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
し
、
現
地
に

ま
た
国
道
一
―
六
号
線
バ
イ
パ
ス
は
、
遺
構
が
あ
る

B
地
区
の
丘
陵
を
オ
ー

プ
ン
カ
ッ
ト
す
る
当
初
の
工
法
を
変
更
し
て
、
丘
陵
下
を
ト
ン
ネ
ル
で
通
し
て
、

本
報
告
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

の
直
後
の
九

0
年
―
二
月
二
五
日
と
九
一
年
一
月
一
五
日
に
地
元
研
究
者
に
よ

望
を
感
じ
取
っ
た
研
究
会
の
席
上
で
、
保
存
に
つ
い
て
の
切
実
な
提
起
が
参
加

か
く
し
て
九
一
年
一
月
下
旬
に
、
遺
跡
の
徹
底
調
究
と
保
存
の
要
望
書
が
、

①
日
本
考
古
学
協
会
埋
蔵
文
化
財
保
存
対
策
委
員
会
、
②
日
本
考
古
学
協
会
新

潟
県
内
会
員
有
志
連
名
、
③
新
潟
大
学
全
歴
史
学

・
地
理
学
教
官
連
名
な
ど
か

ら
、
文
化
庁
長
官
、
県
知
事
、
村
長
、
建
設
省
北
陸
地
方
建
設
局
長
に
対
し
て

矢
継
ぎ
早
に
提
出
さ
れ
、
代
表
者
に
よ
る
要
望
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

ま
た
同
じ
二
し
三
月
の
時
期
に
、
古
代
史

・
考
古
学
の
著
名
な
研
究
者
や
地

元
研
究
者
の
連
名
に
よ
る
呼
び
掛
け
で
、
全
国
的
な
学
会

・
研
究
者
の
要
望
署

名
活
動
が
急
速
に
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
遺
跡
の
意
義
を
市
民
や
地
元
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
上
で
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
勢
い
を
得
た
、

佐
渡
を
含
む
県
内
の
考
古
学
や
古
代
史
、
郷
土
史
の
学
会
な
ど
、

―
一
団
体
と

市
民
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
、
四
月
二
0
日
に
八
幡
林
遺
跡
保
存
連
絡
協
議
会

（
代
表
甘
粕
健

・
事
務
局
長
熊
田
亮
介
）
を
発
足
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
市
民

層
に
も
急
速
に
広
が
り
を
見
せ
は
じ
め
、
以
後
九
四
年
四
月
に
至
る
三
年
の
歳

月
の
運
動
が
支
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

に
ま
と
め
、
調
査
の
成
果
を
研
究
者
と
共
に
検
討
す
る
研
究
会
を
行
な
い
、
そ

の
成
果
を
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
①
道
路
工

者
か
ら
行
な
わ
れ
る
な
ど
、
そ
の
記
憶
は
今
も
鮮
や
か
で
あ
る
。

っ
て
八
幡
林
遺
跡
の
研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
。
越
後
古
代
史
へ
の
画
期
的
な
展
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九
一
年
度
四
月
以
降
、
文
化
庁
は
県
や
村
と
と
も
に
二

0
0
0
万
円
の
予
算

で
、
遺
跡
の
範
囲
確
認
調
査
を
進
め
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
た
。
保
存
問
題
は
、

ひ
と
え
に
こ
の
調
査
の
如
何
に
か
か
る
局
面
に
あ
っ
た
。

（一）

当
初
の
活
動

八
幡
林
遺
跡
保
存
連
絡
協
議
会
の
運
動
の
経
過
と
到
達
点

潟
県
の
文
化
財
運
動
」
、
「
五
十
嵐
だ
よ
り
』

と
遺
跡
全
域
の
保
存
、
④
遺
跡
を
整
備
し
史
跡
公
園
・
野
外
博
物
館
と
し
て
保

存
活
用
す
る
こ
と
、
と
い
う
四
項
目
の
要
求
を
掲
げ
、
署
名
や
要
望
運
動
を
粘

り
強
く
行
な
っ
た
。
そ
し
て
三
年
余
後
の
現
在
、
こ
れ
ら
の
要
求
が
、
ほ
と
ん

ど
実
現
で
き
る
展
望
の
下
に
立
っ
て
い
る
。
甘
粕
健
保
存
協
議
会
代
表
は
、

「
日
本
の
文
化
財
保
存
運
動
の
歴
史
の
中
で
稀
に
見
る
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ゲ
ー
ム

と
い
う
べ
き
成
果
で
あ
る
」
と
す
る
評
価
を
述
べ
て
い
る
（
「
八
幡
林
遺
跡
と
新

1
0
号
、
新
潟
大
学
考
古
学
研
究
室
談
話

会
）
。
こ
こ
で

「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ゲ
ー
ム
」
自
体
を
誇
る
こ
と
は
正
し
く
な
い

が
、
「
伊
場
遺
跡
の
敵
を
討
っ
た
よ
う
だ
」
と
い
う
話
を
実
際
に
聞
く
と
、
上

記
の
表
現
は
的
を
射
た
も
の
に
も
思
わ
れ
て
く
る
が
、

い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
は
む
ろ
ん
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
木

簡
学
会
に
結
集
し
た
力
に
よ
る
木
簡
研
究
の
進
展
が
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

事
の
一
方
的
再
開
を
し
な
い
こ
と
、
②
徹
底
調
壺
と
そ
の
公
開
、
③
工
法
変
更

ピ
ー
ル
す
る
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
く
。

八
幡
林
遺
跡
保
存
連
絡
協
議
会
発
足
の
当
日
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
八
幡
林
遺

跡
を
考
え
る
」
が
、
藤
塚
明
（
新
潟
市
役
所
）
「
新
潟
市
的
場
遺
跡
に
つ
い
て
」
、

金
子
拓
男
（
江
南
高
校
）
「
和
島
村
八
幡
林
遺
跡
に
つ
い
て
ー
考
古
学
の
立
場
よ

り
ー
」
、
小
林
昌
二
（
新
潟
大
学
）
「
八
幡
林
遺
跡
出
土
の
木
簡
」
、
熊
田
亮
介

（
新
潟
大
学
）
「
古
代
の
越
後
と
八
幡
林
遺
跡
」
の
四
つ
の
報
告
に
よ
り
、
甘
粕

健
（
新
潟
大
学
）
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、

月
の
地
元
研
究
者
の
検
討
会
を
基
盤
に
、
八
幡
林
遺
跡
の
学
術
的
な
意
味
、
地

域
の
新
し
い
古
代
史
像
、
今
後
の
調
査
の
課
題
、
保
存
問
題
の
問
題
点
な
ど
を

明
ら
か
に
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
八

0
名
の
参
加
者
に
大
き
な

知
的
な
刺
激
や
郷
土
の
理
解
を
も
た
ら
し
て
、
保
存
へ
の
決
意
を
う
な
が
す
こ

と
と
な
っ
た
。

以
後
の
保
存
連
絡
協
議
会
の
活
動
で
は
、
①
調
査
員
を
励
ま
す
現
地
視
察
と
、

研
究
会
な
ど
に
よ
る
学
術
的
調
査
の
推
進
、
②
調
査
の
成
果
や
関
係
機
関
の
様

子
を
、
会
員
や
市
民
に
伝
え
る
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
③
四
項
目

の
要
望
を
結
集
す
る
署
名
、
④
署
名
を
携
え
て
関
係
機
関
に
働
き
か
け
る
行
動
、

な
ど
を
た
え
ず
県
庁
記
者
ク
ラ
ブ
に
知
ら
せ
、

マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
市
民
に
ア

九
一
年
度
の
発
掘
調
査
は
、
四
月
の
下
草
刈
り
に
始
ま
り
、
互
月
連
休
明
け

か
ら
本
格
的
に
進
み
始
め
た
。
保
存
連
絡
協
議
会
の
事
務
局
（
熊
田
事
務
局

長
・
小
林
事
務
局
員
な
ど
）
を
中
心
に
、
月
に
一
度
以
上
の
視
察
が
行
な
わ
れ
、

ま
ず
調
査
担
当
者
を
含
む
現
場
の
状
況
の
理
解
を
常
に
把
握
す
る
よ
う
に
進
め
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ら
れ
た
。
第
二
に
は
焦
眉
の
急
を
告
げ
て
い
た
六
月
県
議
会
に
向
け
て
、

二
六

三
六
人
分
に
達
し
た
署
名
が
五
月
―
―
二
日
、
新
潟
県
教
育
委
員
会
と
建
設
省
北

陸
地
方
建
設
局
に
、
ま
た
六
月
四
日
に
は
和
島
村
教
育
委
員
会
へ
と
提
出
さ
れ

た
。
県
庁
へ
の
要
望
行
動
で
は
、
県
庁
記
者
ク
ラ
ブ
に
連
絡
を
す
る
と
、
必
ず

カ
メ
ラ
の
放
列
が
出
迎
え
て
お
り
、
市
民
に
よ
る
遺
跡
保
存
へ
の
熱
い
期
待
を

こ
の
要
請
行
動
に
お
い
て
、
新
潟
県
教
育
委
員
会
に
対
し
て
は
、
な
お
璽
要

な
発
見
が
期
待
さ
れ
る
の
で
、

四
項
目
の
要
望
の
う
ち
特
に
、
調
査
の
結
果
が

明
ら
か
に
な
る
前
に
は
、
絶
対
に
工
事
の
再
開
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
お

よ
び
調
資
を
公
開
の
原
則
で
行
な
う
よ
う
に
く
ど
く
要
望
し
た
。
北
陸
地
方
建

設
局
に
も
、
調
査
の
結
果
が
明
ら
か
に
な
る
以
前
に
工
事
の
再
開
を
行
な
わ
な

い
こ
と
、
ま
た

B
地
区
の
遺
跡
を
残
す
よ
う
に
と
、
と
く
に
強
く
要
望
し
た
。

和
島
村
教
育
委
員
会
に
は
、
史
跡
公
園
な
ど
の
計
画
や
遺
跡
の
価
値
を
村
民
に

訴
え
る
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
、
村
民
の
学
習
の
機
会
が
必
要

で
あ
る
こ
と
も
要
望
し
た
。

そ
こ
で
の
反
応
は
、

a
確
認
調
査
の
結
果
が
一
応
八
月
末
に
期
待
で
き
る
の

で
、
そ
の
結
果
を
待
っ
て
関
係
者
で
協
議
し
た
い
（
県
・
村
・
地
建
）
、

b
法
線

変
更
は
困
難
、
設
計
変
更
も
予
算
上
か
ら
容
易
で
は
な
い
、
平
成
四
年
度
供
用

開
始
予
定
の
変
更
は
な
い
、

し
か
し
今
は
調
査
結
果
を
待
っ
て
お
り
、

な
り
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
（
地
建
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

思
っ
て
、
背
筋
を
伸
ば
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

や
み
く

も
な
工
事
再
開
は
な
い
、
第
一
級
の
遺
跡
と
な
れ
ば
本
省
の
レ
ベ
ル
で
も
そ
れ

が
行
な
わ
れ
た
。

夏
休
み
前
の
七
月
、
新
潟
大
学
の
考
古
学
・
歴
史
学
専
攻
学
生
が
学
内
で
昼

（二）

一
万
人
署
名
に
市
民
と
学
生
と
が
街
頭
署
名

そ
の
調
査
が
七
ー
八
月
に
山
場
を
迎
え
る
か
ら
、

八
月
末
を
目
指
し
、

一
万
名

こ
う
し
て
六
月
県
議
会
を
前
に
し
た
行
動
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
る
六
月
九
日
、

新
潟
市
中
央
公
民
館
で
一

0
0
人
が
参
加
し
た
第
二
回
目
の
講
演
と
遺
跡
保
存

の
集
い
を
、
木
簡
の
解
読
に
あ
た
っ
た
平
川
南
氏
を
講
師
に
招
い
て
開
催
し
、

成
功
さ
せ
た
。
平
川
氏
の
講
演
は
、
日
本
各
地
で
の
進
ん
だ
調
壺
例
、
例
え
ば

不
破
関
跡
調
壺
や
、
郡
符
の
宛
先
は
個
人
で
は
な
い
と
す
る
出
土
木
簡
研
究
の

成
果
に
基
づ
く
豊
富
で
具
体
的
な
事
例
に
よ
っ
て
、
八
幡
林
遺
跡
の
学
術
的
意

味
を
位
置
づ
け
る
鮮
や
か
な
内
容
で
参
会
者
を
魅
了
し
、
確
信
を
与
え
る
も
の

と
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
講
演
会
で
は
、
調
査
結
果
を
待
た
ず
に
工
事
を
再
開
す

る
な
、
と
我
々
が
求
め
、
ま
た
当
局
が
結
果
を
待
っ
て
協
議
す
る
と
し
て
い
る

の
署
名
の
結
集
を
訴
え
て
、
要
請
活
動
の
山
場
を
作
ろ
う
と
い
う
事
務
局
の
提

案
に
展
望
が
与
え
ら
れ
た
。
同
じ
こ
の
日
、

四
国
松
山
で
の
文
化
財
保
存
全
国

協
議
会
第
二
二
回
大
会
で
、
保
存
要
望
決
議
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
も
記
し
て
お

゜

こ
う

休
み
署
名
を
す
す
め
て
い
た
。
こ
れ
が
力
と
な
っ
て
九
月
一
日
に
、
保
存
協
議

会
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
新
潟
市
目
抜
き
通
り
の
古
町
交
差
点
で
、
街
頭
署
名

街
頭
署
名
に
は
「
沼
垂
の
今
昔
を
語
る
会
」
か
ら
七
名
、
新
潟
大
学
学
生
、

高
校
・
大
学
教
員
な
ど
八
名
の
計
一
五
人
が
参
加
し
、

一
時
間
半
程
で
三
三
四
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人
の
署
名
が
え
ら
れ
て
、
保
存
問
題
へ
の
関
心
の
高
さ
が
実
感
で
き
た
。
こ
れ

以
前
の
通
算
九
九
六

0
人
に
加
え
、
こ
の
街
頭
署
名
で
一
万
人
に
達
し
た
。
こ

の
街
頭
署
名
が
マ
ス
コ
ミ
に
報
道
さ
れ
、
ま
た
県
内
各
地
の
遺
跡
保
存
運
動
に

関
わ
っ
て
き
た
人
々
か
ら
署
名
が
沢
山
届
く
よ
う
に
な
り
、
ま
た
全
国
か
ら
の

署
名
も
増
え
て
き
て
お
り
、
署
名
運
動
の
山
場
も
こ
こ
に
形
成
さ
れ
た
。

一
七
人
分
と
な
る
）
を
も
っ
て
九
月
六
日
に

a
県
文
化
行
政
課
に
、
同
一
―
日

に
b
和
島
村
に
、
同
―
二
日
に
C

文
化
庁
へ
、
そ
し
て
二

0
日
に
は

d
北
陸
地

建
に
、
そ
れ
ぞ
れ
要
望
行
動
を
し
た
。
県
文
化
行
政
課
へ
の
要
望
行
動
に
は
、

事
務
局
の
ほ
か
新
た
に
、

「沼
垂
の
今
昔
を
語
る
会
」
代
表
二
名
が
参
加
し
た
。

a
文
化
行
政
課
で
は
、
課
長
大
島
圭
巳
氏
が
応
対
し
、
調
査
の
結
果
を
待
た

な
け
れ
ば
と
し
つ
つ
も
、
文
化
庁
と
の
密
接
な
連
絡
の
下
に
、
こ
れ
ま
で
の
調

物
跡
が
発
見
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
期
待
を
語
っ
た
。
ま
た
そ
の
調
査
が
終
わ
れ
ば
、

公
表
、
現
地
説
明
会
を
行
な
う
こ
と
を
述
べ
た
。

b
和
島
村
で
は
、
教
育
委
員
会
に
清
野
村
長
も
顔
を
見
せ
、
調
壺
結
果
を
待

つ
姿
勢
で
あ
る
が
、
遺
跡
の
出
土
を
喜
ん
で
い
る
。
こ
れ
を
残
す
こ
と
も
大
切

で
あ
り
、
道
路
を
予
定
通
り
開
通
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。

c
文
化
庁
で
は
、
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課
の
河
原
（
考
古
）
、
柳
（
文
献
）

両
主
任
調
査
官
が
応
対
し
た
。
調
査
の
万
全
を
期
す
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
も
調

査
官
を
度
々
派
遣
し
て
き
た
こ
と
、
今
後
の
対
応
は
や
は
り
調
査
の
結
果
を
見

査
で
官
道
が
確
認
で
き
た
と
の
自
信
を
示
し
、
今
後
の

C
地
区
で
の
調
査
で
建

保
存
連
絡
協
議
会
は
、
署
名
第
二
次
集
約
八
四
八
一
人
分
（
通
算
で

岬
国
史
跡
指
定
を
決
定
づ
け
た
三
万
人
署
名
へ
の
歩
み

が
示
さ
れ
、
道
路
工
事
は
再
開
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

の
須
恵
器
片
が
相
当
量
出
土
し
、

B
地
区
で
頂
上
付
近
の
土
塁
コ
ー
ナ
ー
の
延

て
か
ら
で
な
い
と
決
め
ら
れ
な
い
と
述
べ
た
が
、
我
々
に
遺
跡
に
つ
い
て
い
く

画
第
一
係
長
が
応
対
し
た
。
八
月
末
に
中
間
的
な
協
議
が
あ
っ
た
が
、
遅
れ
て

い
る
。
調
査
の
結
果
を
待
っ
て
協
議
に
入
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ

た
。
し
か
し
署
名
の
特
徴
や
県
の
様
子
な
ど
に
関
心
を
示
し
て
い
た
。

以
上
の
署
名
を
携
え
た
要
望
行
動
か
ら
私
達
は
、
関
係
機
関
が
調
壺
結
果
に

大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
尊
重
の
程
度
を
左

右
す
る
の
が
世
論
、
す
な
わ
ち
署
名
で
あ
る
と
の
感
を
強
く
し
た
。

工
事
再
開
を
寄
り
切
っ
た
九
一
年
度
調
壺
の
成
果

九
一
年
度
の
調
査
は
、
雨
に
た
た
ら
れ
る
苦
し
い

H
程
の
な
か
で
、
着
実
に

成
果
を
上
げ
て
い
っ
た
。
ま
ず
H
地
区
で
東
南
に
い
れ
た
ト
レ
ン
チ
か
ら
、
道

路
状
遺
構
に
つ
な
が
る
太
い
木
の
構
造
物
が
検
出
さ
れ
、

八
泄
紀
第
二
四
半
期

長
と
、
途
中
か
ら
一
二
重
の
土
塁
状
の
遺
構
と
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

つ
い
に

C
地
区
で
遺
跡
の
中
心
建
物
と
見
ら
れ
る
四
面
庇
付
き
の
大
型
建
物
遺
構
が
検

出
さ
れ
、
道
路
法
線
内
の
調
壺
で
は
全
く
予
想
の
つ
か
な
か
っ
た
、
官
面
遺
構

の
本
体
部
分
が
探
り
当
て
ら
れ
た
。
遺
跡
が
並
々
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

九
一
年
一

0
月
、
新
潟
大
学
法
学
部
の
特
別
講
義
に
出
講
し
た
、
文
化
庁
川

（三） d
北
陸
地
建
で
は
、
道
路
部
道
路
計
画
第
一
課
の
永
田
課
長
補
佐
、
今
野
計

つ
か
の
質
問
を
す
る
な
ど
強
い
関
心
を
示
し
た
。
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地
域
史
の
立
場
か
ら
南
憲
一
（
新
潟
市
史
編
纂
室
）
、
郷
土
史
の
立
場
か
ら
後
藤

討
会
と
、

「
講
演
と
遺
跡
保
存
の
集
い

m」
で
は
、

村
恒
明
長
官
に
甘
粕
代
表
が
直
接
の
要
望
を
行
な
い
、
ま
た
一
―
月
、
日
本
史

研
究
会
大
会
で
保
存
要
望
決
議
が
行
な
わ
れ
る
な
ど
、
要
望
活
動
や
学
会
か
ら

―
一
月
四
日
に
は
、
本
年
度
調
査
の
現
地
説
明
会
が
も
た
れ
、
四
0
0
人
が

参
加
し
た
。
そ
し
て
発
見
か
ら
お
よ
そ
一
年
目
の

―
二
月
一
日
に
、
今
年
度
調

査
の
成
果
を
共
に
し
よ
う
と
す
る
「
講
涼
と
遺
跡
保
存
の
集
い

mー
沼
垂
城
は

ど
こ
か
ー
」
が
、

八
幡
林
遺
跡
保
存
連
絡
協
議
会
と
「
沼
垂
の
今
昔
を
語
る

会
」
や
、
地
域
住
民
団
体
の
「
沼
垂
の
活
性
化
を
考
え
る
会
」
と
の
共
催
に
よ

り
、
新
潟
市
東
地
区
公
民
館
で
行
な
わ
れ
た
。
こ
こ
に
は
二

0
0
人
以
上
が
参

加
し
て
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
そ
こ
で
は
、
国
の
史
跡
指
定
を
目

指
し
た
大
量
の
署
名
獲
得
の
必
要
性
が
訴
え
ら
れ
た
。

1
0
月
二
五
日
の
地
元
研
究
者
検

―
一
月
四
日
の
本
年
度
調
資
の
現
地
説
明
会
を
ふ
ま
え
た
、
熊
田
亮

介
保
存
連
絡
協
議
会
事
務
局
長
に
よ
る
基
調
講
演
に
続
き
、
考
古
学
の
立
場
か

ら
関
雅
之
（
村
上
裔
校
）
、
古
代
史
の
立
場
か
ら
桑
原
正
史
（
三
条
商
業
高
校
）
、

林
八
（
沼
垂
の
今
昔
を
語
る
会
）
の
各
氏
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
て
、
木

簡
の
も
う

―
つ
の
地
元
で
あ
る
沼
垂
町
の
古
代
史
像
解
明
に
成
果
を
上
げ
た
。

こ
の
と
き
の
講
演
と
遺
跡
保
存
の
集
会
は
、
結
果
か
ら
見
る
と
、
新
潟
市
を

信
濃
川
で
二
分
す
る
沼
垂
町
を
含
む
江
東
地
区
住
民
の
関
心
を
、
と
く
に
広
げ

て
い
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の

―
二
月
か
ら
翌
九
二
年
の
四

•

五
月
に
か

力
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

け
て
、
出
土
木
簡
「
沼
垂
城
」
の
ル
ー
ツ
「
沼
垂
の
今
昔
を
語
る
会
」
に
よ
る
、

新
潟
市
東
地
区
連
合
町
内
会

(
1
0
万―

1
0
0
0
世
帯
余
）
へ
の
署
名
協
力
要
請

た
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

一
憔
帯
一
名
の
署
名

の
訴
え
と
な
り
、
後
で
悔
や
ま
れ
る
ほ
ど
の
運
動
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
の
結
果
、
こ
こ
で
の
署
名
は
一
万
五
千
名
を
超
え
た
。
ま
た
遺
跡
保
存

要
望
署
名
が
、
町
の
活
性
化
を
願
う
住
民
の
熱
い
思
い
に
も
支
え
ら
れ
て
い
っ

こ
の
画
期
的
な
取
り
組
み
は
、
以
後
の
九
三
年
ニ
ー
三
月
の
関
係
機
関
の
協

議
の
山
場
に
、
三
万
名
を
超
え
る
署
名
と
し
て
提
出
さ
れ
、
協
議
が
整
う
原
動

保
存
運
動
年
表
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
九
二
年
四
月
二
六
日
に
第
二
回
総
会

が
開
か
れ
、
第
四
回
目
の
記
念
講
演
会
と
し
て
、
甘
粕
健
代
表
に
よ
る
「
八
幡

林
遺
跡
の
価
値
と
保
存
運
動
」
と
題
し
た
講
演
が
行
な
わ
れ
た
。

そ
し
て
秋
一

0
月
九
日
に
地
元
研
究
者
検
討
会
が
開
催
さ
れ
、
ま
た
―
一
月

一
五
日
に
は
、
九
二
年
度
調
査
の
現
地
説
明
会
が
行
な
わ
れ
、
四

0
0
人
余
が

参
加
し
た
。

C
地
区
で
は
、
四
面
庇
建
物
の
ほ
か
に
二
棟
の
建
物
や
整
地
の
様

子
が
わ
か
り
、

C
地
区
全
般
の
理
解
が
す
す
み
、
ま
た
通
称
「
長
者
原
」
地
名

の
D

地
区
か
ら
は

、

八
世
紀
前
半
の
「
田
長
」
の
墨
書
土
器
を
含
む
奈
良

•

平

安
の
土
器
が
出
土
し
た
。
ま
た

B
地
区
か
ら

A
地
区
に
下
る
斜
面
の

G
地
区
で

は
、
土
塁
、
堀
、
道
が
検
出
さ
れ
、
H
地
区
で
木
道
の
延
長
が
確
認
さ
れ
、
さ

ら
に
C
地
区
丘
陵
の
南
の
水
田
面
の

I
地
区
の
調
査
に
お
い
て
、
大
き
な
成
果

の
支
援
を
背
景
に
運
動
が
行
な
わ
れ
て
い
っ
た
。

活
動
が
進
め
ら
れ
た
。
署
名
用
紙
印
刷
が
追
い
つ
か
ず
、
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_
」
と
題
し
た
講
演
が
行
な
わ
れ
た
。

め
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
。

が
現
わ
れ
た
。
特
に
こ
の

1
地
区
で
は
、
掘
立
柱
建
物
数
棟
と
と
も
に
、
八
世

紀
後
半
ー
九
世
紀
の
「
大
厨
」
「
郡
」
「
大
領
」
な
ど
と
記
し
た
墨
書
土
器
、

「
射
水
臣
」
「
鮭
」
な
ど
と
記
し
た
木
簡
、
黒
漆
塗
り
円
形
容
器
、
大
刀
の
刀

装
具
、
帯
金
具
、
「
神
功
開
宝
」
な
ど
の
遺
物
が
出
土
し
て
、
八
世
紀
後
半
以

降
に
八
幡
林
遺
跡
で
展
開
さ
れ
た
様
相
が
明
か
に
な
っ
た
意
義
は
大
き
か
っ
た
。

こ
う
し
た
成
果
を
ふ
ま
え
て
、

五
回
目
と
な
る
連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
郷
土
「
沼
垂
』
の
始
源
」
が
、
「
沼
垂

の
今
昔
を
語
る
会
」
と
地
元
公
民
館
と
の
共
催
で
催
さ
れ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
の
報
告
テ
ー
マ
と
講
師
は
、
「
古
墳
な
ど
遺
跡
か
ら
み
た
浮
足
柵
」
（
甘

粕
健
）
、
「
淳
足
柵
は
ど
こ
に
」
（
金
子
拓
男
）
、
「
北
方
史
か
ら
見
た
淳
足
柵
」
（
熊

田
亮
介
）
、
「
「
沼
垂
』
の
始
ま
り
」
（
小
林
昌
二
）
、
「
沼
垂
•
新
潟
を
と
り
ま
く

奈
良
時
代
遺
跡
」
（
藤
塚
明
）
、
「
古
代
越
後
・
阿
賀
北
の
経
済
成
長
」
（
坂
井
秀

弥
）
な
ど
、
地
元
研
究
者
検
討
会
の
面
々
が
勤
め
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
大
規

模
な
住
民
署
名
の
進
展
は
、
郷
土
史
団
体
と
住
民
が
連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
進

九
―
―
一
年
四
月
八
日
に
入
る
と
、
地
元
研
究
者
検
討
会
が
も
た
れ
、
四
月
二
九

日
に
は
連
絡
協
議
会
の
第
三
回
総
会
と
第
六
回
講
演
会
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
こ

で
は
甘
粕
健
代
表
に
よ
る
「
蒲
原
平
野
と
古
代
国
家
ー
八
幡
林
遺
跡
へ
の
道

秋
―
一
月
三
日
に
は
、
九
三
年
度
調
査
の
現
地
説
明
会
が
行
な
わ
れ
、
四

0

0
余
人
が
集
ま
っ
た
。

I
地
区
で
は
新
た
な
建
物
遺
構
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

―
一
月
二
九
日
と
二
＿
月
ニ
―
―
日
に
は
、
第

文
書
木
簡
や
「
上
大
領
殿
門
」
と
記
し
た
封
絨
木
簡
な
ど
を
含
む
大
量
の
木
簡

群
が
出
土
し
、
ま
た
「
大
領
」
「
南
家
」
「
北
家
」
な
ど
の
墨
書
土
器
も
多
数
見

つ
か
り
、
こ
の
地
区
が
様
々
な
問
題
を
含
み
つ
つ
も
、
大
領
の
館
跡
の
様
相
を

呈
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
き
た
。
ま
た
「
大
家
駅
」
の
墨
書
土
器
の
出
土

は
、
駅
路
が
や
は
り
こ
の
内
陸
部
を
通
っ
て
い
た
と
の
推
定
を
確
か
な
も
の
に

し
た
。
ま
た

B
地
区
の
土
塁
の
時
期
が
下
り
、
土
塁
を
八
世
紀
前
半
の
建
物
と

同
時
期
と
は
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
ま
た

H
地
区
か
ら
新
た
に
八
世
紀
前
半

の
道
路
遺
構
や
、
封
鍼
木
簡
、
「
石
屋
殿
」
「
石
屋
木
」
な
ど
の
墨
書
土
器
が
発

見
さ
れ
、
道
路
の
両
端
の
延
長
部
の
問
題
や
「
石
屋
」
の
読
み
や
意
味
、
「
石

屋
木
」
の
意
味
な
ど
、
更
な
る
問
題
が
提
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

こ
の
現
地
説
明
会
に
先
立
っ
て
県
教
育
委
員
会
は
、
上
記
の
調
査
概
要
を
発

表
し
、
ま
た
北
陸
地
方
建
設
局
は
、
県
知
事
の
遺
跡
保
存
依
頼
に
た
い
し
て
、

こ
う
し
て
保
存
へ
の
展
望
が
大
き
く
開
か
れ
た
―
一
月
一
八
日
と
―
二
月
一

ニ
H
午
前
の
二
度
に
わ
た
り
、
地
元
研
究
者
検
討
会
が
行
な
わ
れ
、
調
壺
の
成

果
と
課
題
が
検
討
さ
れ
た
。
そ
し
て
―
二
月
―
二
日
、
八
幡
林
遺
跡
保
存
連
絡

協
議
会
は
、
「
沼
垂
の
今
昔
を
語
る
会
」
と
共
催
に
よ
り
、
八
幡
林
遺
跡
保
存

記
念
講
演
会
を
行
な
っ
た
。
記
念
講
演
は
平
川
南
「
今
、
開
か
れ
る
古
代
史
の

宝
庫
ー
八
幡
林
遺
跡
ー
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
私
の
八
幡
林
遺
跡
」
と
題
し
て
、

田
中
靖
「
八
幡
林
遺
跡
と
の
巡
り
逢
い
」
、
坂
井
秀
弥
「
「
沼
垂
城
」
墨
書
の
感

動
」
、
金
子
拓
男
「
や
は
り
見
つ
か
っ
た
「
大
家
駅
」
」
、
熊
田
亮
介
「
最
南
端

ト
ン
ネ
ル
エ
法
に
変
更
し
て
保
存
す
る
と
の
回
答
を
発
表
し
た
。
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な
い
。

の
城
柵
を
求
め
て
」
、
渡
辺
一
郎
「
署
名
の
カ
・
沼
垂
の
底
力
」
、
小
林
昌
二

「
地
域
発
展
と
文
化
・
学
問
」
な
ど
の
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。
二

0
0
人
余
の

参
集
者
の
多
く
は
、
署
名
や
現
地
見
学
会
に
参
加
し
て
き
た
運
動
の
担
い
手
で

あ
っ
た
皆
さ
ん
で
あ
る
。
こ
う
し
て
三
年
余
の
調
査
研
究
と
保
存
運
動
の
成
果

さ
て
、
か
か
る
成
果
を
も
た
ら
し
た
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ

‘̀‘ 
っヽカ

や
は
り
最
終
的
に
三
万
二
千
余
名
と
な
っ
た
署
名
の
輪
、
こ
れ
を
支
え

た
粘
り
強
い
県
民
・
市
民
・
住
民
と
全
国
の
研
究
者
と
の
力
が
、
第
一
に
決
定

的
な
要
因
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
こ
れ
ま
で
四
回
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
、
四
ー
五
百
人
が
集
ま
っ
た

遺
跡
の
現
地
説
明
会
に
、
い
つ
も
二

0
0
名
ほ
ど
の
和
島
村
村
民
が
参
加
し
て

学
ん
で
い
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
ま
た
講
演
会
で
そ
の
意
義
を
感
じ
取
っ

た
地
元
和
島
村
民
の
理
解
、
署
名
運
動
の
熱
心
な
主
力
に
な
っ
た
沼
垂
町
の
地

区
住
民
や
郷
土
史
団
体
も
要
因
の
―
つ
で
あ
っ
た
。
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
よ
っ
て
研
究
者
団
体
と
の
交
流
の
き
ず
な
を
大
き
く
育
て
た
こ
と
も
見
逃
せ

ま
た
次
に
、
こ
れ
ら
署
名
の
力
を
評
価
す
る
文
化
財
行
政
の
担
当
者
や
、
市

民
・
住
民
の
視
点
を
も
っ
て
熱
心
に
報
道
を
続
け
た
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
な
ど
、

各
界
の
関
係
者
の
理
解
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
関
連
し
て
は
、

新
潟
市
教
育
委
員
会
の
文
化
財
セ
ミ
ナ
ー
で
中
心
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
る
な
ど
、
様
々
な
講
液
会
が
催
さ
れ
、
教
員
等
各
種
の
研
修
会
で
も
取
り
上

を
確
認
し
あ
い
、
う
れ
し
さ
の
あ
ふ
れ
る
集
会
と
な
っ
た
。

た
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

当
然
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
動
き
の
要
と
な
り
、
ま
た
全
国
の
支
援
を
受
け
て
、
調

げ
ら
れ
、
学
校
の
授
業
に
も
用
い
ら
れ
、
ま
た
職
場
や
同
窓
会
報
な
ど
の
ミ
ニ

コ
ミ
の
記
事
と
し
て
、
無
数
に
八
幡
林
遺
跡
と
そ
の
保
存
の
意
義
が
掲
載
さ
れ

た
こ
と
も
重
要
で
あ
っ
た
。

究
・
検
討
と
保
存
署
名
を
進
め
た
地
元
研
究
者
の
検
討
会
や
事
務
局
の
働
き
は
、

な
お
調
壺
は
、
九

0
年
の
発
見
後
も
九
一
・
九
ニ

・
九
一
二
年
度
と
延
四
カ
年

に
わ
た
っ
て
進
め
ら
れ
、
遺
跡
か
ら
は
、
八
ー
九
世
紀
に
わ
た
る
複
雑
な
性
格

を
示
す
官
衡
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
ま
た
、
文
書
・
封
鍼
木
簡
な
ど
一

0
0
点
を

超
す
木
簡
、

「大
領
」

「大
家
駅
」

「
石
屋
木
」
な
ど
と
記
す
四

0
0
点
以
上
の

墨
書
土
器
な
ど
の
遺
物
が
出
土
し
て
、
学
術
的
な
重
要
性
が
い
よ
い
よ
増
大
し

て
き
た
（
田
中
靖

・
小
林
昌
―
-
「
八
幡
林
遺
跡
の
意
義
」
『
新
潟
考
古
」
第
五
号
）
。
出

土
の
木
簡
と
そ
の
研
究
は
、
発
掘
調
査
に
重
要
な
示
唆
を
与
え
、
遺
跡
の
理
解

に
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
一
九
九
一
年
度
の
木
簡
学
会
で
、

坂
井
秀
弥
氏
と
私
が
、

八
幡
林
遺
跡
出
土
木
簡
を
は
じ
め
と
す
る
新
潟
県
内
出

土
木
簡
に
つ
い
て
報
告
す
る
機
会
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
支
え
に
な
っ

今
後
の
課
題

遺
跡
近
く
の
和
島
村
島
崎
地
区
住
民
が
、
急
増
す
る
大
型
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
に
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特
別
研
究
集
会
と
い
う
場
を
得
て
、
八
幡
林
遺
跡
保
存
の
問
題
を
発
表
で
き
た

こ
と
に
つ
い
て
、
多
く
の
関
係
者
に
深
い
感
謝
の
意
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
な
っ
た
が
、

一
九
九
四
年
九
月
二
三
し
二
四
日
に
、
木
簡
学
会
新
潟

ら
た
め
て
銘
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
ま
り
か
ね
て
バ
イ
パ
ス
工
事
促
進
の
請
願
を
し
、
そ
の
請
願
が
村
議
会
で
議

決
さ
れ
た
り
も
し
た
（
九

一
年
ニ
―
月
）
が
、
そ
れ
は
調
査
を
終
え
て
、
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
保
存
連
絡
協
議
会
が
立
場
を
こ
え
て
、
地
元
住
民
の
切
実

な
要
望
に
も
理
解
を
表
明
し
て
き
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
保
存
さ
れ
た

遺
跡
を
育
て
て
生
か
す
の
は
住
民
だ
か
ら
で
あ
り
、
な
お
住
民
と
と
も
に
史
跡

ま
た
、
「
八
幡
林
官
而
遺
跡
」
と
い
う
、
遺
跡
の
性
格
が
ま
だ
ア
バ
ウ
ト
な

段
階
で
の
、
異
例
の
史
跡
指
定
の
答
申
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
重
要
さ

は
明
確
で
あ
り
な
が
ら
も
、
な
お
遺
跡
の
性
格
は
明
確
で
は
な
い
。
依
然
と
し

て
こ
の
遺
跡
の
性
格
の
解
明
が
、
研
究
者
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
あ

を
生
か
す
努
力
が
、
今
後
の
学
術
調
壺
と
と
も
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

一
九
九
0
年

一
九
九
一
年

一
月
一
五
日

一月―

―
一
日

一
月
二
八
日

一
月
三
一

H

二
月
八
・
九
且

二
月
一
八
日

―
二
月
一
六
日

―
二
月
二
五
日

―
一月

一七
日

―
一
月
二
0
日

―
二
月
―

一
日

―
二
月
一
四
日

八
月

三
島
郡
和
島
村
教
育
委
員
会
に
よ
る
国
道
一
―

六
号
線
バ
イ
パ
ス
工
事
に
伴
う
事
前
発
掘
調
査

開
始
A
地
区
で
郡
符
木
簡
出
上

「
沼
垂
城
」
木
簡
発
見

新
潟
日
報
ス
ク
ー
プ
、
以
後
報
道
合
戦
と
な
る

県
庁
に
お
い
て
和
島
村
教
育
委
員
会
と
県
教
育

委
員
会
の
発
表

現
地
説
明
会
に
五
五
0
人
が
参
加

県
内
古
代
史
、
考
古
学
研
究
者
に
よ
る
八
幡
林

遺
跡
検
討
会

県
内
研
究
者
に
よ
る
出
土
木
簡
検
討
会
、
こ
こ

で
署
名
運
動
を
決
め
る

日
本
考
古
学
協
会
埋
文
委
、
保
存
要
望
書
を
送

付県
内
考
古
学
協
会
員
二
七
名
の
保
存
要
望
書
を

県
教
育
委
員
会
へ
提
出
（
甘
粕
•
関
）

新
潟
大
学
歴
史
学

・
地
理
学
系
教
官
二
五
名
に

よ
る
緊
急
申
し
入
れ
書
を
県
、
和
島
村
に
提
出

（
小
林
・
熊
田
）

城
柵
官
衡
検
討
会
（
仙
台
市
）
で
研
究
者
署
名

を
集
め
る

新
潟
大
学
歴
史
学

・
地
理
学
系
教
官
（
山
田
英

雄

・
小
村
式
ら
）
の
緊
急
申
し
入
れ
書
を
、
建

設
省
北
陸
地
方
建
設
局
に
提
出
（
甘
粕

・
小

林

・
熊
田
）

八
幡
林
遺
跡
保
存
運
動
年
表
（
甘
粕
健
作
成
年
表
を
基
に
小
林
が
補
訂
）
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六

月

四

日

四
月
末
ー
五
月
初
旬

五
月
一
九
日

三
月
一

0
日

三
月
三
一
日

四
月
一
四
日

四
月
二

0
日

五
月
三
一
日

山
田
英
雄

・
上
田
正
昭

・
直
木
孝
次
郎

・
大
塚

初
重

•

岡
田
茂
弘
等
の
一
三
氏
の
呼
び
か
け
に

よ
る
署
名

・
カ
ン
パ
の
訴
え
が
全
国
の
研
究
者

に
向
け
て
発
せ
ら
れ
る

県
内
研
究
団
体
と
個
人
に
よ
る
協
議
会
で
八
幡

林
遺
跡
保
存
連
絡
協
議
会
準
備
会
発
足

和
島
村
「
良
寛
の
里
」
オ
ー
プ
ン
、
資
料
館
に

八
幡
林
遺
跡
第
一
号
郡
司
符
木
簡
、
第
二
号

「
沼
垂
城
」
木
簡
の
レ
プ
リ
カ
な
ど
を
展
示
、

土
産
物
売
り
場
で
「
沼
垂
城
」
銘
菓
が
販
売
さ

れ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
「
八
幡
林
」
や
「
木

簡
」
定
食
が
登
場

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
八
幡
林
遺
跡
を
考
え
る
」
を

開
催
し
（
新
潟
大
学
医
療
短
大
、
八

0
名
参

加
）
、
八
幡
林
遺
跡
保
存
連
絡
協
議
会
（
代
表

甘
粕
健
、
事
務
局
新
潟
大
学
教
育
学
部
熊
田
研

究
室
）
を
結
成

県
内
テ
レ
ビ
各
局
が
八
幡
林
遺
跡
保
存
問
題
を

報
道
県
・
和
島
村
、
国
庫
補
助
に
よ
る
確
認
調
査
開

始
（
調
査
費
二

0
0
0
万
円
、
調
査
面
積
一
五

0
 o
o
Na) 

署
名
第

一
次
集
計
二
八
三
六
人
分
を
県
教
育
委

員
会
に
提
出
（
小
林

・
熊
田
）

同
上
北
陸
地
方
建
設
局
に
提
出
（
甘
粕
・
小

林
・
熊
田
・
金
子
）

同
上
和
島
村
教
育
委
員
会
に
提
出
（
小
林
・

1
0
月

三

日

1
0
月
二
五
日

1
0
月
二
七
日

九
月
―
一
日

九
月
一
三
日

九
月
二

0
日

九
月

九
月

六
日

一
日

七
月
―
二
日

七
月
上
旬

六

月

九

日

六
月

六
日

熊
田
）

新
潟
県
考
古
学
会
第
四
回
大
会

保
存
連
絡
協
議
会
加
盟
を
決
議

講
演
と
遺
跡
保
存
の
集
い
「
八
幡
林
遺
跡
は
語

る
」
（
第
二
回
、
新
潟
市
中
央
公
民
館
）
講
師

平
川
南
氏
ら
、
一

0
0名
参
加
し
、
一
万
人
署

名
を
目
指
す

同
日
文
化
財
保
存
全
国
協
議
会
第
二
二
回
大

会
（
松
山
市
）
で
保
存
要
望
決
議

新
潟
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
歴
史

・
考
古
教
員
と

専
攻
学
生
に
よ
る
署
名
活
動

八
幡
林
遺
跡
保
存
連
絡
協
議
会
ニ
ュ
ー
ス
第
一

号
発
行

新
渇
市
古
町
通
り
で
街
頭
署
名
活
動
、
署
名
三

三
四
名
を
え
て
一
万
人
署
名
を
達
成
（
小
林
、

熊
田
、
新
潟
大
学
学
生
、
沼
垂
の
今
昔
を
語
る

会
か
ら
、
一
五
名
が
参
加
）
、
マ
ス
コ
ミ
が
報
道

署
名
第
二
次
集
約
八
四
八
一
名
分
（
通
算
―
―

―
―
七
人
）
を
県
教
育
委
員
会
に
提
出
（
甘

粕
・
小
林
・
熊
田
・
渡
辺
・
内
山
）

同
上
和
島
村
に
提
出
（
小
林
・
熊
田
）

同
上
文
化
庁
に
提
出
（
小
林
・
熊
田
）

同
上
北
陸
地
方
建
設
局
に
提
出
（
甘
粕

・
小

林
・
熊
田
・
内
山
）

大
型
官
術
建
物
の
発
見
が
報
道
さ
れ
る

地
元
研
究
検
討
会
（
ニ
ュ
ー
越
路
）

新
潟
史
学
会
保
存
要
望
決
議

八
幡
林
遺
跡
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国史跡指定答申なった八幡林官街遺跡

一
九
九
二
年

六
月
二
三
日

四
月
二
六
日

―二
月
一
九
日

―
二
月
末

―
―
一月

一
日

―
一
月
一
六
日

一
月

四

日

一
月
―

一
日

九

一
年
度
調
査
現
地
説
明
会
四

0
0
人
が
参
加

講
演
会
熊
田
亮
介
「
古
代
の
越
後
を
考
え

る
」
（
新
潟
市
坂
井
輪
公
民
館
）
一
五

0
人
参

nu 
ヵ講
演
会
甘
粕
健

「
八
幡
林
遺
跡
と
古
代
の
越

後
」
新
潟
文
化
会
議

・
自
然
と
い
の
ち
の
明
日

を
考
え
る
会
共
催
（
長
岡
中
央
公
民
館
）

同
日
日
本
史
研
究
会
大
会
で
保
存
要
望
決
議

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
沼
垂
城
は
ど
こ
に
あ
っ
た

か
？
」
（
第
―
―
一回
、
熊
田

•

関
・

桑
原
・
南

・

後
藤
）
八
幡
林
遺
跡
保
存
連
絡
協
議
会
と
沼
垂

の
今
昔
を
語
る
会
、
万
代

・
長
嶺

・
沼
垂
地
区

の
活
性
化
を
考
え
る
会
と
共
催
、
二

0
0
余
名

が
参
加
‘
1
0
万
人
署
名
を
提
起
（
新
潟
市
東

地
区
公
民
館
）

和
島
村
村
議
会
、
工
事
促
進
の
請
願
を
採
択

沼
垂
の
今
昔
を
語
る
会
に
よ
る
新
潟
市
東
地
区

連
合
町
内
会

(
1
0
万
世
帯
）
に
署
名
依
頼
活

動
、
署
名
用
紙
不
足
に
よ
り
一
世
帯
一
名
、

（
九
二
年
六
月
ま
で
に
一

―
四
一
四
名
分
）

八
幡
林
遺
跡
保
存
連
絡
協
議
会
第
二
回
総
会
と

第
四
回
講
演
会
、
甘
粕
健
「
八
幡
林
遺
跡
の
価

値
と
保
存
運
動
」
、
八

0
人
参
加
（
新
潟
市
中

央
公
民
館
）
、
協
議
会
加
盟
団
体
―
-
、
個
人

二
五
二
人
（
事
務
局
、
新
潟
大
学
人
文
学
部
小

林
研
究
室
に
移
転
）

県
教
育
委
員
会
に
第
一
二
次
要
請
行
動
、
署
名

一
九
九
三
年

四

月

八

日

四
月
二
九
日

月
一
六
日

一
月
二
九
日
1

―二
月
一
三
日

七
月
一

0
日

1
0
月
一
四
日

一
月
一
五
日

二
月
二
二
日

＿
一月
ニ
―
―

-
H

＿
―
-
月
二
三
日

六
月
二
八
日

一
四
七
ニ
―
―
一人
分
（
累
計
二
五
八
四

0
名
）
を

提
出
（
甘
粕
・
小
林

・
渡
辺
・
内
山
）

文
化
財
保
存
全
国
協
議
会
第
二
三
回
大
会
（
諏

訪
市
）
で
再
度
の
保
存
決
議

八
幡
林
遺
跡
保
存
連
絡
協
議
会
ニ
ュ
ー
ス
第
二

号
発
行

文
化
庁
に
要
請
行
動
、
署
名
一
四
七
三
二
人
分

を
提
出
（
甘
粕

・
小
林
・
考
古
学
協
会

・
文
全

協
担
当
委
員
）

九
二
年
度
調
査
現
地
説
明
会
、
四

0
0余
名
が

参
加
連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
郷
土
「
沼
垂
』
の
始

源
」
（
第
五
回
、
甘
粕

・
金
子

・
熊
田

・
小

林
•

藤
塚
・
坂
井
）
八
幡
林
遺
跡
保
存
連
絡
協

議
会
と
沼
垂
の
今
昔
を
語
る
会
、
新
潟
市
東
地

区
公
民
館
と
の
共
催

新
潟
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
署
名
運
動
で
三
万
人
署

名
を
超
え
る

新
潟
県

・
北
陸
地
方
建
設
局
に
第
四
次
要
請
行

動
、
署
名
四

一
九
二
人
分
（
累
計
三

0
0
三
二

人
）
を
提
出
（
甘
粕

・
小
林

・
渡
辺
）

県
議
会
総
務
文
教
委
員
会
で
、
教
育
委
員
会
は
、

国
史
跡
指
定
申
請
の
意
向
を
表
明

署
名
を
和
島
村
に
提
出
（
甘
粕
・
小
林
・
内

山）地
元
研
究
者
検
討
会
（
万
代
市
民
会
館
）

八
幡
林
遺
跡
保
存
連
絡
協
議
会
第
三
回
総
会
と
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一
九
九
四
年

1
0
月
二
七
日

一
月
二
七
日

四
月
一
五
日

―
一
月
一
八
日

―
二
月

―
二
日

一
月
―
―

-
B

九

月

四

日

八
月
二
六
日

六
月

一
三
日

第
六
回
講
演
会
、
甘
粕
健
「
蒲
原
平
野
と
古
代

の
国
家
ー
八
幡
林
遺
跡
へ
の
道
ー
」
（
ニ
ュ
ー

越
路
、
七

0
名
参
加
）
、
連
絡
協
議
会
加
盟
団

体
―
-
、
個
人
二
五
二
名

文
化
財
保
存
全
国
協
議
会
第
二
四
回
大
会
（
佐

賀
市
）
で
第
三
次
保
存
決
議

文
化
庁
に
要
請
行
動
（
甘
粕

・
文
全
協
代
表

団
）
、
署
名
四
一
九
二
人
分
を
提
出

八
幡
林
遺
跡
保
存
連
絡
協
議
会
ニ
ュ
ー
ス
第
三

号
発
行

県
教
育
委
員
会
が
本
年
度
の
調
査
概
要
を
発
表

同
日
建
設
省
北
陸
地
方
建
設
局
は
一
―
一
日
付

の
県
知
事
の
保
存
依
頼
に
対
し
て
ト
ン
ネ
ル
エ

法
に
変
更
し
て
保
存
す
る
と
回
答

九
三
年
度
調
査
現
地
説
明
会
四

0
0
人
が
参

nu ヵ
地
元
研
究
者
検
討
会
（
平
川
を
含
む
一
八
人
）
、

八
幡
林
遺
跡
保
存
記
念
講
演
会
「
今
開
か
れ
る

古
代
史
の
宝
庫
ー
八
幡
林
遺
跡
ー
」
（
平
川
南

ほ
か
）
沼
垂
白
山
神
社
参
集
殿
、
二

0
0
名

県
教
育
委
員
会
、
史
跡
指
定
申
請
書
を
文
化
庁

に
送
付

国
文
化
財
保
護
審
議
会
史
跡
指
定
の
答
申
（
一

八
日
、
県
発
表
）
署
名
最
終
集
約
で
一―――
1
0
六

七
人
と
な
る

長
屋
王
邸
内
に
お
け
る
蘇
の
製
造
を
示
す
「
牛
乳
煎
人
」
「
牛
乳
持
参

人
」
の
木
簡
の
発
見
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
が
、
最
近
、
二
条
大
路
木
簡

に
諸
国
か
ら
の
蘇
の
貢
進
を
示
す
木
簡
が
四
点
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木

簡
概
報
』
三

0
)
。
参
河

・
美
濃

・
武
蔵
（
写
真
）
・
上
総
の
も
の
で
、
い

ず
れ
も
延
喜
式
に
蘇
の
貢
進
国
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
国
々
で
あ
る
。

延
喜
民
部
省
式
で
は
武
蔵
国
は
寅

．
申
年
の
貢
進
国
で
あ
る
が
、
天
平
七

年
は
亥
年
で
あ
り
こ
れ
と
は
符
合
し
な
い
。
な
お
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た

蘇
の
木
簡
は
近
江
国
の
生
蘇
の
荷
札
一
点
の
み
で
あ
り
（
『
平
城
宮
木
簡
』

-
I四
六
六
号
）
、
今
回
の
発
見
に
よ
っ
て
蘇
の
荷
札
木
簡
は
一
挙
に
増

加
し
た
。 二

条
大
路
木
簡
の
蘇
の
荷
札
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